
 

事業報告 

（１）地域コミュニティ事業 

①生活クラブ草加支部・ＮＰＯ法人ワーカーズひまわり・ＣＣＳで取り組んでいる

草加モデル 

で予定している配食事業開始に向けて準備をすすめました。 

  ②エッコロコーディネート業務・ワーカーズ利用補助制度業務 

・コーディネート業務機能の充実を目的としたコーディネーター研修はコロナ禍

の中で上期に開催できませんでしたが下期に開催し、エッコロ制度で発生した

コーディネート上の問題点の共有と解決策を討議しました。 

・生活クラブ生協「たすけあいグループ」の結成及びコーディネートの実態につ

いて生活クラブと情報を共有し、「たすけあいグループ」を含めた地域福祉の

構築に向けて協議する場は今後の課題です。 

  ・2020 年度のエッコロコーディネート件数は 628 件で、前年（1,034 件）より

406 件減少しました。減少した主な原因はコロナ禍での組合員活動の停滞と人

との接触を避ける現象があったためです。 

・ワーカーズ利用補助制度件数は 43 件で、前年（58 件）より 15 件減少しまし

た。コロナ禍で人との接触を避ける現象が影響しました。 

・ワーカーズ利用補助制度活用団体は登録団体を拡大して対応エリアのカバー率

90％を目指しましたが 81.6％の結果です。現在 12 団体で、新規の申請団体も

無く、エリアの拡大もありませんでした。ワーカーズ利用補助制度の対応エリ

アカバー率は、期首の全体が 82.0％（狭山 100.0％、所沢 100.0％、川口 96.4％、

越谷 100.0％、大宮 63.4％、熊谷 21.4％）に対し、年度末時点では全体が 81.6％

（狭山 100.0％、所沢 100.0％、川口 95.3％、越谷 100.0％、大宮 63.1％、熊

谷 21.4％）です。 

③認知症に関する取り組み 

    ・尊厳をもって最後まで自分らしくありたいという誰もが望む願いを阻む問題で

もある「認知症」について、認知症ついての正しい理解と関わり方が実践でき

るよう、わ~くわっく狭山職員対象に研修を 1 回実施しました。 

  ④自分らしい老い支度に関する取り組み 

   ・「老い支度を考える連続講座」を５回実施。参加者を中心にメンバーを呼びか

けたことにより 1名スタッフが増えました。 

   ・「最期まで地域の中で自分らしく生きる社会」づくりに向けた仕組みづくりと

して「地域で安心して暮らす」ことをテーマに延べ 42人が参加しました。 

   ・コロナ禍で延期した講座もありましたが ZOOM 開催に切り替えたことで参加し

やすくなりました。 

・「相談機能」及び「死後事務委任契約」等を含む人生終末期サポートの事業化に

向けて次年度以降の主体者づくりをすすめていく必要があります。 



 

（２）会員団体支援・サポート事業 

  ①ワーカーズの公的制度事業（介護保険事業・小規模保育事業）及び新しい総合事

業への参入に関しワーカーズからの依頼はありません。埼玉県市民ネットワーク

の協力を得て総合事業の県内実施状況についての情報を発信しました。 

  ②草加市・狭山市における総合事業の取り組みをモデルとして、ワーカーズ連合会

と共催し、 

各市町村での地域支援事業の取り組み支援を目的とした学習会を開催しました。 

 

（３）講座事業 

 コロナ感染防止や度重なる緊急事態宣言の発令により、活動は制約され、計画

していた取り組みはほぼ実施できませんでした。 

①地域福祉（人材養成も含む）講座・研修 

   ・社会問題・会員団体等のニーズを把握し、地域福祉に関する講座・研修等は取

り組めませんでした。 

・ＣＣＳの子育て支援講座として、ＣＣＳ独自の子育て支援講座「ほめ＊ほめ子

育てトレーニング」の zoom開催の準備を整え、補講で実施しました。 

   ・たすけあい助成金を受け「ほめ＊ほめ子育てトレーニング」の講師養成講座で

養成した講師 1名が実習研修を受け CCSの講師となりました。 

  ②介護保険事業を担う人材養成講座・研修 

   ・20年度はＣＣＳの人の調整がつかず実施できませんでした。 

  ③講師派遣 

   ・「ほめ＊ほめ子育てトレーニング」（本講座・体験版）に講師派遣を行い、8回

開催しました（受講者 66名）。 

   ・大宮ブロックを対象に講師派遣を行い「介護保険の基本のき」を zoom で実施

しました。 

（受講者 10名） 

      

（４）公的制度活用事業 

①介護保険事業 

・経営の安定化に取り組み、効率化・合理化推進、部門ごとの収支改善、目標設

定による進捗管理、経営の工夫に取り組み、2021年の制度改正に向けた対応を

進めました。 

・運営理念「住まいでの暮らしを支える」を具体化するための通所介護事業プロ

グラムの取り組みについて、コンサルテーションを 2019 年度に引き続き、経

営改善と運営の工夫に取り組みました。個別プログラムの実施と豊富化、広報、

地域とのつながりづくりについて各事業所の課題の改善と取り組みの定着化

を図りました。 

・草加では、自立支援及び介護予防プログラム、社会参加活動として地域の農家



と連携し、農業プログラムを開始しました。 

・通所介護事業における部門ごとの収支改善を目的に、草加・狭山事業所のサー

ビス提供時間を 7-8時間に変更しました。 

・各事業所の取り組みや課題の共有を図り、より有効に事業運営が行われるよう

ケアの在り方について「介護事業運営会議」で討議し、検討・実践をすすめま

した。 

   ・介護保険事業や独自事業の推進を進めるための事務局含めた人材の発掘・確保

に努めました。居宅介護支援の人材確保に課題が残りました。 

・介護技術の向上に必要な研修プログラム作成は着手・実行できませんでした。

自立支援ケアの確立及び質の高いケアの提供についても引き続き次年度への

課題となりました。 

・自立支援をすすめるために、各事業所において自立支援リーダーを中心にコン

サルタントの指導・面談による実践をすすめ、自立支援リーダーは現場での調

整をすすめる役割を担いました。 

・評価制度を導入し、職員の能力アップ、モチベーションの向上、作業効率を含

めた労働環境を整備・改善をすすめ、2021年度からの評価制度内容を制定しま

した。 

・生活クラブや地域住民、関連団体等個人・団体との関係を作り、狭山では生活

館協議会、草加では草加モデルに参画し、地域とのつながりを持ちました。 

・狭山・認知症対応型通所介護、訪問介護Ａの立ち上げについては、運営体制の

課題等があり、事業を開始できませんでした。 

   ・通所介護事業について、在宅生活を支援することを事業目標として、現行の資

源（ヒト・モノ・カネ）を有効活用し、必要な機能を検討して高齢者の低栄養

化に対する支援事業（配食事業など）、移動サービス＋制度外サービスによる

独自事業、認知症対応型通所介護等事業の複合化をめざしました。具体化する

ことができませんでしたが、通所利用者の夕食の持ち帰りが必要に応じて行わ

れるようになりました。 

  ②地域福祉社会システム構築 

・草加市総合事業の通所型サービスＡと訪問型サービスＡの参入および安定運営

に向けての支援を行いました。訪問介護事業の取り組みにはいたっていません。 

・生活クラブと連携したわ～くわっく・生活館を拠点とした地域とつながりのあ

る運営は、草加・狭山両支部との関係性を確保しすすめられました。 

・地域に必要な機能づくりのコーディネートや地域の多職種・多機能の社会資源

との連携による組織的なネットワークづくりには、わ～くわっく草加での、農

業プログラム実践が今後他の団体も含めた関係性の構築の可能性を示してく

れました。 

 

（５）調査研究・広報宣伝事業  

   わ～くわっく草加ではユーチューブを利用し利用者の日常活動を発信し、新たな



利用者の増加に繋げています。 

 

（６）団体との交流、連携および協力事業 

①生活クラブ安心システムへの 21 年度からの参加に向けて生活クラブへ依頼しま

した。 

②「リソースセンター」（NP プログラム）の zoom 開催のための研修に参加しまし

た。 

③「トポスの会」（NPプログラムの講師の会）で zoomの学習会に参加しています。 

④「育児の魔法」の zoom開催のための研修に参加しました。 

    

 


